
平成２３年度 第２回学校評議員会報告 

 

長野県須坂園芸高等学校 

 

 

Ⅰ 日 時  平成 23 年 11月 18 日（金） 

 

Ⅱ 場 所  須坂園芸高等学校 会議室 

 

Ⅲ 日 程 

 

 １ 収穫祝参観 （第１体育館） 《式典》   9 時 20 分～10 時 00 分 

                 《生徒発表》 10 時 15 分～11 時 10 分 

会食    （本校校長室）        11 時 10 分～11 時 50 分 

 

 ２ 学校評議員会（会議室）          11 時 50 分～13 時 30 分 

・生徒を交えての懇談会（約 40 分）と定例の学校評議員会に分けて実施した。 

 

Ⅳ 内 容 

 

１ 生徒を交えての懇談会 

 

  (1) 参加者 評議員７名、生徒７名 

 

 (2) 懇談内容 

  ①自己紹介。 

（本校への入学の動機、本校を選んだ理由、進路状況、将来就きたい仕事などを含めて） 

  ②農業学習を振り返って感じること、役に立っていると思うことなど。 

  ③いじめについて、どのように思うか、考えるか。 

  ④その他 

 

 ２ 定例学校評議員会 

 

  (1) 次第 

①開会 ②学校長挨拶 ③農場報告 ④アンケート報告（質疑応答） 

⑤意見交換 ⑥今後の予定 ⑦学校長より ⑧閉会 

 

(2) 意見交換（評議員の方からいただいたご意見・質問） 

 ・花や野菜の収穫物などの販売実習を行っているが、地域に出て販売することを

嫌がる生徒はいないのか。 



 （回答）グループごとの販売でもあり、取り組まない生徒はいない。嫌だと感じ

ても、逆にこの実習によって地域の人と話をしたり、大きな声を出したりする

経験がコミュニケーションの力を育てるという意味で大きな教育効果を上げて

いると考えている。 

 ・実際には、何とか勇気を出して販売しているという様子の生徒、もう少し上手

に販売すればいいのにと思う生徒、なども見受けられる。学校でも、販売につ

いて工夫するように指導したらいいのではないか。 

 ・生徒発表を見せていただいたが、毎年よくできていて感心する。 

 ・生徒発表のレベルが高いと感じた。生徒との懇談の中で話題になったいじめに

ついては、企業ではいじめを未然に防ぐという考え方で対応している。 

 ・生徒発表において、発表の生徒はもちろん素晴らしかったが、それ以上に聞い

ている全校生徒の態度がたいへん良かった。私語がまったくないことに驚いた。

今日だけなのか、普段からそうなのか、おそらく、普段から私語のない集会が

できているのだろうと思う。 

 ・販売実習などもそうだが、地域としては園芸高校に協力してあげたいと考えて

いる。協力できるところはいくらでも協力するので学校側から言ってほしい。 

 ・保護者の立場で参加して初めて式典や生徒発表を見たが、こんなに良い発表は

多くの保護者にぜひ見てほしいと思う。せっかくの発表なのでもったいない。

参加しやすい方法を考えてほしい。 

 

３ 成果と課題 

 

(1) 収穫祝（式典・生徒発表及び会食）を通して、本校の教育活動についてご理解いただ

くことができた。 

(2) 生徒を交えての懇談会では生徒７名が出席し、評議員に生の声を聞いていただくこと

で生徒の様子をわかっていただくことができた。 

(3) 評議員からの意見やアンケートを通して、本校がどのような評価をいただいているの

か、何を期待されているのか、その一端を感じ取ることができた。 

(4) 評議員の方からいただいた評価や意見をもとに、また同時に、社会情勢を見極めなが

ら学校づくり・学校運営をしていかなければならないことを再確認することができた。 

 

４ 今後の予定について 

 

・第３回  ２月２１日（火） 年間まとめ 


